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簡易なネット被覆によるブルーペリーの害虫対策

出穂美和・片山正之・中谷幸夫・畑中猛

A simple method of net covering 加 pro白ctblueberries企'Omh位 mfulir回ects

Miwa IZUHO， Masayuki KATAYAMA， Yukio NAKATANI and Takeshi HATANAKA 

.Abs仕act:τ'hls study surveyed晶rmers句 investigatethe恒ndsof pests which cause damage白 b1ueberries.

In addition， it investigated pes白 whicha即 h紅 mful加 b1ueberriesin a b1uebe町 T:伽m血 Y田naguchicity. 

Results showed that the main pest was Parasa lepiぬ.Itw儲 themost serious pest in both也equestionnaire 

and the farm investigation.τ'herefo即 a∞Iveringnet was ex四血ed槌 amethod加 p肥 ventpests without 

using pesticide. First an ind∞Ir experiment∞nfirm.ed that Parasa lepida was not ab1e加 pa;部 througha net 

when the scale of the mesh of the net was 1ess than金nm.τ'hereforewe examined the prevention e晶ctof 

net ∞Ivering in a白rmin 2012. A:fter removing the Parasa lepida cocoons，the who1e血rmw.部 defended

against the pest by a net of 4mm scale of mesh.τ'he 0∞∞ns can be eliminated by hand.τ'he best time加

spread the net w剖 aroundMay 10 when the bees五回shpo凹na也19，and before May 20 when Parasa lepida 

begins to emerge. Results showed that Parasa lepida∞uld not invade the b1ueberry白rm，andall damage 

was prevented. Finally a method was de世間d加 easilyset up a net using arched pipes and high tensile WIre. 

As a result，it白okonly seven hours per 2a for two peop1e旬 setup the net，出ldthe materials were 1ess 

expensive than before. 

Ke y Wo r d s : Parasa 1epida， 

キーワード:ヒロヘリアオイラガ

緒言

ブルーペリーは女性、高齢者、農業苦去人を中心に栽

培されており、山口県における耕音面積は 2001年が

1. 0 ha、2011年が 11.2 haと10年間で10f部L上に増

加している。また、ブノレー吋リーは健康食品として扱

われ、消費者から無農薬初音の要望が大きしもしかし、

労ト孔リーの害虫についての加害種や生態は不明確

で、対策にっし、ての言撤例は少なしLまた、鳥による

被害は多く報告されており、減収要因のーっとなって

いる。

本研究では、ブルーペリーを加害する主要種を特定

し、防虫ネット被覆による闘珠方法を確立した。また、

防鳥と兼ねた防虫ネットの被覆対去について簡易な方

法を開発したので報告する。
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材料および方法

1問題となる害虫の特定

1)防虫対策のアンケー卜調査

ブルーペリー初音で問題となる生産阻害要因を

特定するため、県内で最も大きい]A山口中央大内

ブルーペリー生産部会の部会員24名を対象に、鳥

および虫害対策について2011年4月にアンケート

調査を行った。

2)加害する害虫調査

ブルーペリーを加害する害虫とその生態につい

て明らかにするため、山口市大内長野の農林総合技

術センター落葉果樹誤勝由(以下、落試)のブルー

ペリー園において、害虫の発生側兄を調査し丸調

査は2010"-'2011年に4月から 10月末まで1週間お

きにサザンノ、ィブッシュ系9品種21樹、ノーザンハ
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イブッシュ系8品種目樹、ラビ、ツトアイ系 15品種

41樹の計78樹を見取り調査し、害虫の種ごとに計

数した。

2ネットの被覆時期およびネット目合いの設定

1)主要害虫ヒロヘリアオイラガの越冬繭の羽化時期

2011年5月、落試のブ〉トd リー(品種「オニー

ノレJ) 15樹に越冬しているヒロヘリアオイラガの繭

22個に印をつけ、 6月まで約1週間おきに羽化した

繭を見取りにより計数した。

2)ミツバチの訪花時期の確忍

ネットで被覆する場合、ミツバチによる受粉を抑

制する可能十生があるため、訪花時期侵粉時期)を

特定し、被覆時期の目安にした。 201O，....__20 11年、落

試のブノトぱリー園におし、て、圏内のブルーペリー

におけるミツバチの訪花虫数を見取り調査し朝団寺

期を推定した。調査は、 4"""'5月の約1週間おきに、

ミツバチの活動が活発な正午前後に実施した。

3)ネット自合いの離忍

タバコガ類などの侵入を抑え風通しが良いとされ

る(国本ら， 2008)佃 E 目合いのネットを用い、ヒ

ロヘリアオイラガに対する侵入防止効果について確

認した。室内試験において、 2012年5月にほ場で採

集した繭を羽化させた成虫 20頭を用し、て遍邑誤験

を行った。直径 12cm、長さ 30cmのガラス円柱筆

を2つ合わせ、 4mm目合いのネットで仕切り、両端

には0.4mmのナイロンゴースを張り、一方のガラス

円柱管に供試虫を入れ、暗幕で被覆し、もう一方の

円柱管の開口部にライトをつけて通過の有無を確認

した。

3ネット被覆耕音実証

2012年、落試のブルーペリー園において、ネット被

覆によるヒロヘリアオイラガの侵入防止効果を確認し

た。誤験区は4皿目合いのネットを全面被覆した区

駒 2a、30樹?と無被覆区駒2a、30樹)を設置

し た悌1図，第2図)。ネットはタキイキラリネッ

ト(タキイ種苗 U株)動を用い、 2012年5月10日

に被覆した。なお、ネット被覆区においては、被覆前

に取り残した繭からの第1世代幼虫の発生が見られた

ため、被覆後にデルフィン頼粒水不明iJ1000倍液を

200L/10a散布して防除し丸調査は、 g，....__10月の第2

世代幼虫について8月3日から約2週間おきに見取り

によって1Tった。
4ネットの被覆方法および作業性等の評価

ネットの被覆方法

260cmの2本の直管パイフ。 (φ22剛)をテンポス

でつなぎ、地上部高さ 200cm (40cm埋め込み)、

幅130cmのアーチになるように加工したもの(以下、

アーチパイプとし、う)を、 4mおきになるように立

て悌1図)、アーチノミイフ。の頂上を結んた縦・

横方向の延長線上に螺旋杭伏)を固定し、そこか

ら張った高張力線同志を直交するようにアーチパイ

プの頂上でロックタイで固定した。両端のアーチパ

イプは外側に約30度傾けることで、縦方向の高張力

線に張力を持たせた。ネットの被覆に当たってはア

ーチパイプの変形・但欣を避けるため、ネットとア

ーチパイプロは固定せず被せるようにした。ネットの

固定については、周囲の螺旋杭に直管パイフ。を設置

しパッカーで固定した。

1)ネット設置作業時間の測定と経費の算出

簡易ネットの設置は男女2名で行い、支柱の設置

から簡易ネットの被覆・片付けまでの作業時間を測

定した。また、簡易ネットの設置について、人件費

を除く経費を算出し慣行の防鳥ネットを用いた場合

との比較を行った。

2)ネット設置にかかる作業↑宣明面

簡易ネットを設置する時の主要作業について、姿

勢負担度や改善要求度を求めるため各作業姿勢をコ

ード化し言判面する手法である、 OWAS法により 30秒

おきに瞬間の姿勢を読み取り、作業性を評価した。

3)簡易ネットの耐風性評価

デ、ジタル風車計CW-20(s削YO)を用いて設置した

簡易ネットの耐風性を評価した。調査は、風が強か

った2012年 10月15日に行った。
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第l図 ネットの概略図(約 2a ) 

結果

1問題となる害虫の特定

1)防虫対策のアンケート調査

農家が問題と感じている害虫はイラガ類であり、

和音者が刺されることで、困ってしも人出品半数を占

めた(第3図)。

2)加害する害虫調査

2年間でブノトぱリー樹に寄生が認められたチョ

ウ目害虫は9種類で、イラガ類ではParasa1申 ida

(以下、ヒロヘリアオイラガ)、地rosa属の一種、

Monema flavescens (イラガ)の発生が認められた。

発生量はヒロヘリアオイラガが最も多かった。幼虫

の発生は7月が主体で、あっ7こ。 9月以降には、局所

的にミノガ類の発生が認められた(第1表)。ヒロ

ヘリアオイラガの幼虫は7月中旬と 9月中旬に発生

ピークが認められ(第4図)、繭による越冬湖面認

された。

2ネットの被覆時期及ひ.ネット目合いの設定

1)主要害虫ヒロヘリアオイラガの越冬繭の羽化時期

第1世代幼虫は5月20日頃から羽化が認められ、

越冬繭の約9割が6月中旬までに羽化した(第2

表)。

2)ミツバチの訪花時期の確認

訪花ミツバチ数は2010年は4/28，5/7、2011年は

5/2，5/6に多く、訪花時期は4月下旬から 5月上旬

と推定された(第3表)。

3)ネット目合いの確認

ヒロヘリアオイラガ成虫20頭を用い、 4聞目

第2図 ネットの展張の様子

カイガテムシ_'
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シャシャンボ

ツ八メスガ

4民

コガネムシ

2:l事

第 :'l図 闘っている答虫について
(2011伴、 JA山口中央大内プトぷト生産部会)

第l表害虫(幼虫)の発生状況 (2010"'-'2011年、落試)

種 名
2011年 2010年

6月 7月 8月 9月確認種

Parasa lepida (t吋7t17fl 156 438 76 。
Narosa， sp (M類) 22 50 63 。
Eumeta， sp (Uf類) 18 246 。
Lymantria dispar ('?イ7イfl 11 。
Euproctis simili s (f:iシロドげ) 。
A/onema flavescens (イ7fl

ぬllitearapseudabietis (~ïJ' ド1f)

Viminia rumicis (榊iti)

。
。

Saridoscelis 伊henias(汁11/0ハソ̂l'l
(延べ被害芽) 2，847 1l，041 193292 3，256 0 

注)78樹を対象に月 4回調査 各月の合制固体数を表示

第2表 ヒロヘリアオイラガの越冬顧の羽化時期 (2012年、落試)

羽化しな
調査日 5/10 5/16 5/24 5/31 6/7 6/13 ~Iu~~ 

かった

羽化割合引 o 0 9 23 41 18 9 

注)越冬摘22個をマ}キングし羽化時期を調査

nu 

phυ 
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ミツバチ訪花時期と頭数 (2011年、落試)第3表

5/12 5/6 5/2 4/28 4/21 4/14 4/7 

開花開花開花ラビットアイ系

開花

開花 開花 開花 開花

13.4 12.7 16 17.8 

開花サザ、ンハイブイッ、ンュ系

ノーザンハイブッ、ンュ系

20 13.4 16.3 平均気温。C

21. 8 5
円
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Q
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附
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qu

司
M

円
ノ
臼17.8 21. 8 23.4 20.6 最高気温℃

。。。。。ミツバチの訪花頭数

5/13 5/7 4/28 4/22 4/15 4/8 月/日(参考)2010年

I 48 95 。。5 ミツバチの訪花頭数

第5表 防虫ネットの有無でのヒロヘリアオイラガ
(第 2世代幼虫)の発生 (2012年、落試)

発生幼虫数(頭/樹)

4mmネット

盤重匡
0 

0 

0 

0 

0 

0 

無被覆区

O 

O 

1.0 

0.2 

0 

0 

3日

1 7日

10日

24日

9日

23日

調査日

8月

9月

注)開花とは全奮の50%以上が開花した時期を示す

3 

2 

(奪
¥
W「岡
)

議
亜
門
為
川
相
即
仲

0 
5月

10月

II月

tpへ~7tイ7f (幼虫)の発生消長
(2011年、落試)

10月g}j 8月7月6月

第4図

注1) 各区30樹調査、 8~10月の月 2 回調査

注2)越冬繭は除去

注3)4mm防虫ネット被覆面積は約 2a 

注4)使用した防虫ネットは「キラリネットj

注)32品種78樹調査

4mm目合いによる通過試験 (2012年，室内試験)第4表

通過頭数供試頭数害虫名

。20 t ロヘ ~7オイ 7f

あった(第7表)。産地で導入されている直管パイ

プを用いた防鳥ネットの資材費は約 24万円/2aで

あった。

2)ネット設置にかかる作業性評価

ネッ トの骨組設置からネットの被覆までの作業性

について、OWAS法により調査した結果、ほとんどの

作業がAC1及びAC2であった(第8表)。

3)簡易ネットの耐風性評価

設置されたネットは、手動の風速計で 2012年 10

月 15日23時32分、最大瞬間風速 16.5m/sを観測し

たが、支柱及ひ被覆ネットへの影響は認められなか

った。

-
E
A
 

R
U
 

合いネットの通過の有無を調査した結果、通過した

個体は認められなかった(第4表)。

3ネット被覆栽培実証

無被覆区において、 9月にヒロヘリアオイラガの第

2世代幼虫の寄生が確認されたが、ネット被覆区では

確認、されなかった(第5表)。

4ネット被覆方法及び作業性等の評価

1)ネットの設置作業時間の測定と経費の算出

男女2人で約2a作業した場合の作業時間は 445

分で、あった(第6表)。なお、設置にはアーチパイ

フ。を埋め込むための穴あけ用の工具以外は特別な工

具は必要としなかった。4nm目合いネットを簡易に

被覆する場合の合計資材費は 2aあたり約9万円で
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第6表 ネット設置にかかる必要時間 (2a・2人あたり)

作業名分 作業名
60 採寸、水糸張り、周辺パイプ設置
95 アーチパイプ用穴あけ アーチパイプ立て、土入れ
50 アーチパイプ補強パイプを打ち込み、水糸回収、アンカー(大)打ちこみ

30 補強パイプをマイカ一線で固定、高張力線配置

85 高張力線を張る、高張力線と支柱、マイカ一線を固定
60 周辺パイプ調整・接着、アンカー(小)打ち込み

40 ネット被覆・固定
10 ネットを回した定ノfッカーをはずす

15 ネットの除去、たたむ

骨組み設置

ネット被覆

ネット除去

計一 445 

第7表 ネット設置にか空亙必要量費ゴ2aあたり)

資 材 名 規格 必 要 数 価 格 ( 円 )

φ22mmパイプ 22mm、 2.6m 16 組 20，800 
天井ボス 16 本 2，000 

螺旋杭(大) 大 16 本 7，700 

螺旋杭(小) 小 16 本 4，600 

高張力線 300m巻 190 m 5，000 

パッカー 25mm 32 個 1，200 
ロックタイ 48 本 100 

ネット キラリネット 1 枚 52，000 

合計(ネット除く) 41，400 

合計(ネット含む) 93，40。
注1)資材費は2012年での見積金額から試算

注2)ほ場条件(風あたりやほ場の形など)によって必要資

材数が異なる。また、周井パイプ9や補強パイプロについて

は、廃材等を利用したため計上していない。

第8表 OWAS法による作業負担度調査

作業コード ACl AC2 
1.柱穴あけ 11 (68. 7) 5 (31. 3) 

2. 柱立て 17(73.9) 5(21.8) 
3. アンカ一打ち 1(25.0) 3 (75.0) 
4. 柱補強打ち 9 (100) 0 (0.0) 
5. 補強線張り 5 (100) 0 (0.0) 

計 43(75.4) 13 (22.8) 

注 1)表中の数字は度数、括弧内は%
注 2)作業負担度の目安は以下のとおり
AC1 :この姿勢による筋骨格系負担は問題ない。改善は不要である。
AC2 :この姿勢は筋骨格系に有害である。近いうちに改善すべきである。
AC3 :この姿勢は筋骨格系に有害である。できるだけ早期に改善すべきである。
AC4 :この姿勢は筋骨格系に非常に有害である。ただちに改善すべきである。

AC3 
0(0.0) 

1 (4. 3) 
0(0. 0) 

0(0. 0) 
0(0. 0) 

1 (1. 7) 

AC4 
0(0.0) 
0(0. 0) 

0(0. 0) 
0(0. 0) 

区ι旦
0(0.0) 

計

16 
23 

4 

9 

5 
57 (100) 

-52一
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である。よって、国本らの方法を改良してほ場内の支

柱を増やすことにより、強度を高め、防風ネットとし

ての役割をもたせることも可能なのではなし、かと考え

た。実際のネットの設置に当たっては、本被覆法では、

2人で約7時間/2aで設置でき、資材費は直管パイプを

利用した果樹で一自賄句に使用される従来の防烏ネット

被覆に比べ、資材費のみでは半額以下と安価であった。

また、防風ネットとしての強支については、材皮覆法

は最大瞬間風速 16.5m!sに耐えることが可能であっ

た。しかしながら、持晴朗間中には、これ以上の風

に対する強度を確認することはで、きなかった。ネット

の5鍍については、今後さらに調査、櫛すすることが

必要である。台風等の強風が予想される場合には、ネ

ットを外すことも必要になる可能性がある。さらに、

本梯|詑利用する場合の留意点としては、降雪期の前

にイラガの発生協終息するため、雪による破損防止や

ネット自体の劣化を防ぐ上でも冬期はネットを除去す

ることが望ましいと考えられる。また、大面積での耐

風性はさらに低下すると考えられるので注意するとと

もに、樹高、耕音者の身長に応じてで、きるだ、けネット

支柱の高さを低くすることが望ましいと考えられた

考察

アンケート調査と園地での害虫発生調査より、ブル

ーベリー耕音において、ヒロヘリアオイラガは発生を

確認した害虫の中で最も発生が多く、毒針毛を有する

モンシロドクガおよひミイラガの成虫と比較して小さ

い。また、イラガ類のなかでヒロヘリアオイラガに次

いで発生の多かったNarosa.spは微小で、あり、闘除す

るにはネット目合し、はおmが適することを確認した

が、食害も小さく、作業の邪魔にならないため闘珠の

対象からは外すこととした。以上のことより、ヒロヘ

リアオイラガの生態を把握し闘珠対策をすれば、その

他の毒針毛を有する害虫を同時に防除することが可能

と考えられた。

ヒロヘリアオイラガをネットで防除しようとすれ

ば、目合いの設定は重要である。そこで、室内誤験に

より通過できない目合いについて検討した結果、ネッ

トの目合いが4脚目合いで通過できないことを確認

した。そこで、ほ場訴験では、 4mrn目合いのネットを

用いて侵入を抑制することとしt'4

ネットを被覆する時期は、ヒロヘリアオイラガの羽

化の始まりが5月20日頃と確認されたことから、それ

以前、カミつミツバチの受粉が終わる 5月10日頃が最直

と推測された。 2012年の訴験では、ほ場において5月

10日にネットを被覆した結果、ヒロヘリアオイラガの

侵入抑止効果が確認できた。ただし、繭はブノレ---.r:::リ

ー樹上で越冬しているため、本試験においても繭の取

り残しから、被覆後に閥珠を余儀なくされた。毎年、

ネット被覆することで発生虫を除去すれば、このよう

な事態は回避できるようになると考えられるが、初年

度については十分な確認と、場合によってはネット被

覆後に防除する必要があると考えられる。

ネットの被覆にあたっては、できるだけ簡易で作業

性が良く、コストのかからない方法が望まれる。そこ

で、ネット被覆法として、アーチ型のノミイプρをワイヤ

ーで溺古し、簡単にネットを張る方法について検討し

た。ほ場における簡易なネット被覆の方法については、

アーチ型のノミイフ。を用いた国本ら (2008)の方法があ

る。国本らは露地ギクのタバコガ類の閥徐のために超

簡易露地圃場ネット被覆法を考案した。本方法は設置

が簡易であることと低コストの両面で働Lる方法であ

る。ブルーペリーは永年性果樹であり、耕音中の耕転

やほ場移転時の支樹除去の必要がなく、固定化が可能

摘要

プノレーベリーの耕音において、被害をもたらす害虫

の種類を耕音農家にアンケート調査するとともに、山

口市で、ブノトぱリーに寄生する害虫を調査した。その

結果、ヒロヘリアオイラガが最も監にな害虫で、あった。

そこで、農薬を使用せずヒロヘリアオイラガを防除す

る方法として、防虫ネットによる被覆方法の言験を行

った。ヒロヘリアオイラガは防虫ネットの佃n目合い

で遍邑できなかった。

ネット被覆時期を決定するため、ヒロヘリアオイラ

ガの発生消長、越冬繭の羽化時期を、ツパチの新E時

期を調査した。ネットを被覆する時甥は、ヒロヘリア

オイラガの羽化が始まる 5月20日以前、かつミツバチ

の受粉が終わる 5月10日頃が高直であった。そこで、

2012年、ほ場において、細Eネット被覆による閲珠効

果について訴験した。その結果、ヒロヘリアオイラガ

はブノト孔リー園に全く侵入できず、被害の発生を防

止することができた。

さらに、アーチ型のノミイプをワイヤー官邸吉し、簡

易にネットを張る方法を考案した。この方法では、ネ

ットの展張は2a・2人で7時間程度で可能であり、

η
d
 

E
d
 



出穂美和・片山正之・中谷幸夫・畑中猛

資材費は、従来の防鳥ネット被覆より安価で、あった。
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